
１ 施設及び指定管理者について

指定期間

章

施策

取組

２ 利用状況について　
現指定管理者 現指定管理者 現指定管理者 現指定管理者

H27年度 H28年度 H29年度 H31年度

実績 実績 実績 実績 目標 目標

人 9,277 13,163 12,726 12,794 11,000 15,000

稼働率 - - - - - -

人 1,700 1,769 1,802 1,788 1,800 1,800

稼働率 - - - - - -

人 2,455 3,141 3,239 3,297 2,500 3,500

稼働率 - - - - - -

人 1,798 2,393 2,215 2,118 2,000 2,500

稼働率 - - - - - -

回 44 51 50 40 50 50

稼働率 14.3% 16.6% 16.3% 13.0% - -

回 23 26 40 42 40 40

稼働率 7.5% 8.5% 13.0% 13.7% - -

指標 稼働率の算出

会議室の利用（回） 年間回数/年間開設日

研修室の利用（回） 年間回数/年間開設日

年
間
利
用
数

-
バーベキューコーナー
の利用

平成30年度　実施事業

第５次
総合計画
関連取組

料金等

運営状況

施設概要

指定管理者

施設所在地

年間利用日数

豪雨の影響で７月７日は休館

都市活力がみなぎる便利で快適なまち

研修室、会議室、木工室、木工機械室、多目的室、木工工作室、資機材保管室、倉庫、事
務室・打合せ室・休養室、更衣室、木材保管室、電動木工機械一式、芝生広場、バーベ
キューコーナー、パソコン、電話、事務机・椅子ロッカー等

延床面積

主な自主事業

施設名等

備考

使用料／利用料金の有無

地域経済を支える産業をまもりそだてる

単位

木工室の利用 -

利用料金制

農林業の振興

-

H30年度

現指定管理者

木材加工販売事業、市内小中学校の環境教育活動支援事業、アドプトフォレスト制度に
よる企業との協働森づくり事業

備考

設置目的
及び

選定理由

イベント参加人数
(里山まつり、オートキャ
ンプ参加者を含む)

-

5

1

1

-

使用料／利用料金制

竣工年月

定休日

307

有料

施設利用人数
(全体利用者数)

有

指定管理料の支払い

施設名

里山サポートネット・茨木 平成30年４月１日～令和５年３月31日

茨木市里山センターの活動拡大と、市域の里山保全活動の拡大を推進し、もって市民の里山や森林に対する
理解と認識を深め、市民参加型の里山保全の推進を図る事を提案している事から、身近な自然環境を活かし
た地域農林業の振興に寄与する事が期待される為。

平成25年3月

目的外使用 -

火曜日（祝日の場合は翌日休館）、12/29から1/3まで

-

改修年月

施設運営事業、各種講座・教室開催事業、センター自然観察林整備事業

部屋・設備

利用時間 午前９時から午後５時

主な実施事業

公の施設評価シート《指定管理用》

茨木市大字泉原20番地２

農とみどり推進課

敷地面積

所管課名

里山センター

- 1408 ㎡
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３.収支状況について （単位：千円）

現指定管理者 現指定管理者 現指定管理者 現指定管理者

H27年度 H28年度 H29年度 H31年度

決算額 決算額 決算額 予算額 決算額 執行率 予算額

総支出額 8,010 8,366 11,234 13,100 13,142 100.3% 13,200

人件費 4,190 4,332 5,140 6,325 5,773 91.3% 6,416

消耗品・修繕料 941 911 1,223 1,580 2,925 185.1% 1,617

会議費・出張交通費 166 153 142 150 107 71.3% 37

報償金 237 235 640 1,693 1,108 65.4% 1,649

光熱水費・燃料費 568 563 583 862 841 97.6% 848

通信運搬費 158 148 148 170 150 88.2% 170

雑費、手数料 81 89 77 110 78 70.9% 110

保険料 183 153 203 300 275 91.7% 333

その他 2 7 0 10 0 0.0% 20

里山まつり 750 1,000 1,299 1,300 1,301 100.1% 1,300

イベント実施 - - 96 600 584 97.3% 700

体験教室 102 150 210 - - -

ホームページ運用 120 120 120 - - -

里山整備費 512 505 430 - - -
オートキャンプ
場管理 - - 923 - - -

総収入額 8,015 8,369 11,240 13,100 13,153 100.4% 13,200

指定管理料 7,870 8,237 10,998 12,884 12,884 100.0% 12,927

利用料収入 88 84 118 100 153 153.0% 152

その他 56 43 121 110 110 100.0% 110

繰入金 1 5 3 6 6 100.0% 11

5 3 6 0 11 0

4,204 4,380 4,506 4,460 4,283 96.0% 6,600

4,393 4,729 5,084 4,460 5,091 114.1% 6,600

189 349 578 0 808 0

194 352 584 0 819 0

H27年度 H28年度 H29年度 H31年度

決算額 決算額 決算額 予算額 決算額 執行率 予算額

総支出額 7,870 8,237 10,998 12,884 12,884 100.0% 12,927

指定管理料 7,870 8,237 10,998 12,884 12,884 100.0% 12,927

総収入額 0 0 0 0 0 0

市

現指定管理者

収
入

指
定
管
理
業
務

収入―支出

内訳

支
出

収
入

指
定
管
理
者

H30年度

H30年度

総収入額

収入―支出

自
主
事
業

総支出額

支
出

内訳

【全体】収入―支出
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４.利用者ニーズの把握と対応について

①利用者意見の把握状況

アンケート 実施時期 回収数/配布数 121/500 枚

意見箱・メール 実施時期 件数 57 件

その他 実施時期 件数 - 件

アンケート 実施時期 回収数/配布数 96 / 500 枚

意見箱・メール 実施時期 件数 49 件

その他 実施時期 件数 - 件

アンケート 実施時期 回収数/配布数 134 / 500 枚

意見箱・メール 実施時期 件数 53 件

その他 実施時期 件数 - 件

②利用者からの主な意見・要望と対応

BBQやキャンプを出来ることを知りました。

平成２８年５月(里山まつり）

-

H29年度

通年

-

-

四季折々にイベントや毎月自然工作教室を実施している。

H28年度

木工工作体験が良かった。

ホームページを8回/月程度更新している。

毎年、新緑の美しい5月に開催。

通年

-

H30年度

-

通年

現
指
定
管
理
者

これからも里山まつりを続けてください。

茨木でこんなに自然体験ができると思っていなかった。

テーブルにパラソルを設置した。

意見・要望

平成３０年５月(里山まつり）

ＢＢＱ会場に屋根が欲しい

トイレや炊事場などが使いやすかった。

対応

現
指
定
管
理
者

平成２９年５月

現
指
定
管
理
者
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③アンケート実施結果

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

49 8 0 0

86% 14% 0% 0%

39 9 0 0

81% 19% 0% 0%

42 7 2 0

82% 14% 4% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

51 4 0 0

93% 7% 0% 0%

46 2 0 0

96% 4% 0% 0%

46 4 1 0

90% 8% 2% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

53 4 0 0

93% 7% 0% 0%

42 7 0 0

86% 14% 0% 0%

48 3 0 0

94% 6% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

48 8 0 0

86% 14% 0% 0%

46 2 0 0

96% 4% 0% 0%

39 14 0 0

74% 26% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

48 8 0 0

86% 14% 0% 0%

40 6 0 0

87% 13% 0% 0%

40 8 0 0

83% 17% 0% 0%

現指定管理者 H29 46

現指定管理者 H28 48

安全・衛生面での満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30 56

現指定管理者 H29 48

現指定管理者 H28 53

利用時間帯への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30 56

現指定管理者 H29 49

現指定管理者 H28 51

付帯設備への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30 57

48

現指定管理者 H28 51

従業員の対応への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30 55

5

4

3

2

1 57

現指定管理者 H29 48

現指定管理者 H28 51

施設・設備への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30

現指定管理者 H29

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満
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満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

48 3 0 0

94% 6% 0% 0%

46 2 0 0

96% 4% 0% 0%

39 6 0 0

87% 13% 0% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

48 6 0 0

89% 11% 0% 0%

42 4 0 0

91% 9% 0% 0%

36 7 1 0

82% 16% 2% 0%

満足 やや満足 やや不満 不満 回答割合推移

回答数 回答数 回答数 回答数

回答割合 回答割合 回答割合 回答割合

39 8 0 0

83% 17% 0% 0%

27 7 0 0

79% 21% 0% 0%

23 11 0 0

68% 32% 0% 0%

現指定管理者 H29 34

現指定管理者 H28 34

高齢者・障害者への配慮への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30 47

現指定管理者 H29 46

現指定管理者 H28 44

予約受付への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 H30 54

H29

H28

6 H30

現指定管理者 48

現指定管理者 45

料金・減免条件への満足度

年
度

総
回
答
数

現指定管理者 51

8

7

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満

0%

50%

100%

H28 H29 H30

満足

やや満足

やや不満

不満
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５.運営状況について
①施設管理運営状況

Ｓ：達成すべき水準を大きく上回った
Ａ：達成すべき水準を達成した
Ｂ：達成すべき水準を下回った

施設管理について

1

点検項目

市
評価

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

年度末

2

自己
評価

達成すべき水準

所
見

所
見

A

A

共
通
項
目

計画書の作成・
提出について

点検時期

点検方法

書類確認

所
見

所
見

A
必要事項をもれなく記載し、年度
計画書を年度末30日以内に、市へ
提出する。

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

報告書の作成・
提出について

必要事項をもれなく記載し、定期
報告書は月末5日以内、事業報告
書は年度末30日以内に、市へ提
出する。

点検時期

毎月末か年度末

点検方法

書類確認

A

自己
評価

市
評価

7

点検項目 達成すべき水準

書類確認

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

年度末

点検方法

点検時期

書類確認

年１回は業務の課題解決や、職員
として必要な知識を積む事が出来
る視察・研修会等を実施する。

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

年1回研修会実施。毎月、職員ミーティ
ングを実施し、共通認識をもって職員の
役割と責任を再認識している。

年度末

点検方法

6

3

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

文書の管理につ
いて

文書種別に応じて保存年限・場所
を明確に分類・整理し、適切に管
理を行う。

4

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

利用許可につい
て

茨木市里山センター条例に基づ
き、適正な利用許可を行う。

点検時期

A
点検時期

自己
評価

市
評価

四半期毎

点検方法

現地確認

所
見

所
見A

A

5

点検項目 達成すべき水準

会計事務につい
て

仕様書及び管理運営事業計画書
等で定めるとおりの配置となってい
る。

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

利用料金等の会計事務について、
適切な処理が行われている。

A

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

人員配置につい
て

毎月末

点検方法

書類確認

所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

A

A

A

書類確認

A

研修の実施につ
いて

点検時期

所
見

点検時期

自己
評価

市
評価

年度末

点検方法

A

A
所
見
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自己
評価

共
通
項
目

10

点検項目 達成すべき水準

第三者への業務
委託について

-
点検時期

-

点検方法

-

11

点検項目 達成すべき水準

警備体制につい
て

施設の開錠・施錠を確認する。

所
見

点検時期

所
見A

A

市民要望に対応した設備の充実を図る
ため、市へ積極的に意見提案を行い、
常に良好な状態に維持管理している。

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

所
見

所
見

自己
評価

市
評価

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

点検方法
所
見

必要に応じて点検を行い、不備が
見つかった場合には協定書に準じ
て対応を行っている。

現地確認

8

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

設備の維持管理
について

所
見

点検時期

必要に応じて

自己
評価

市
評価

9

点検項目 達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

清掃・衛生管理
について

1日につき１回以上、必要に応じて
清掃を実施している。

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

現地確認

A

市
評価 A

必要に応じて
所
見

点検方法

書類確認
A

A自己
評価

市
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

緊急時対策、安全
管理について①

管理運営に関する基本協定書を
順守するとともに、危機管理規定を
定め、緊急時連絡網を整備し、職
員周知の取組を行っている。

所
見

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

書類確認
A市

評価

A自己
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

緊急時対策、安全
管理について②

従事者に対し、火災予防・消防用
設備器具の取り扱い・避難誘導な
どの訓練を実施している。

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

書類確認
A市

評価

A
所
見

自己
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

備品の管理につ
いて

所有する備品の台帳を作成し、適
正に管理を行っている。

所
見

点検時期

四半期毎
所
見

点検方法

現地確認
A

A自己
評価

市
評価

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

〇〇〇法の順守
について 茨木市里山センター管理運営業

務仕様書のほか、地方自治法・茨
木市里山センター条例及び施行
規則・茨木市指定管理者制度導
入に関する指針を順守している。

所
見

点検時期

必要に応じて
所
見

点検方法

ヒアリング
A

A自己
評価

市
評価

12

点検項目

15

点検項目

14

点検項目

13

点検項目
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市
評価

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

自己
評価

市
評価

A

所
見

所
見

所
見

A

共
通
項
目

地方自治法に規定する公の施設
であると言う設置目的に基づき、利
用者の視点に立った公平・公正な
管理運営を行っている。また従事
者には、市主催の人権研修等への
参加を促している。

達成すべき水準

管理運営に関する基本協定書を
順守している。

点検時期

書類確認

点検方法

書類確認
A

A

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

市
評価

所
見

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

所
見

自己
評価

所
見

A

A

所
見

所
見

達成すべき水準

点検時期

年度末
所
見

点検方法

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

労働関係法令の
遵守について

労働関係法令に基づく雇用契約
書等を順守し、労災保険に加入し
ている。

所
見

点検時期

四半期毎
所
見

点検方法

現地確認
A

自己
評価

市
評価

A

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

前指定管理期間時からの
継続雇用について

-

所
見

点検時期

-
所
見

点検方法

-

自己
評価

当施設の管理運営上に必要な特
技・技能を持つ人材は、障害者・
高齢者や男女を問わず雇用してい
る。

点検時期

年度末

点検方法

点検方法

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

個人情報の保護
について①

利用者個人情報を保護するため
の、施錠やセキュリティに関する取
組が実施されている。 適切に保存できる場所を確保する必要

がある。

A

所
見

B

B 施錠できるロッカー等が不備である。

点検項目

年度末

22

点検項目

環境への配慮に
ついて

点検時期

年度末

点検方法

現地確認

A

自己
評価

市
評価

ヒアリング

個人情報の保護に関する法律及
び本市個人情報保護条例の規定
により、個人情報の適正な管理の
為、必要な措置を講じている。

達成すべき水準

19

達成すべき水準

人権尊重につい
て

個人情報の保護
について②

年度末

20

点検項目

21

点検項目

点検時期

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

ヒアリング

16

点検項目

18

点検項目

就職困難者の雇
用について

17

点検項目
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A
所
見

A
所
見

S
所
見

S
所
見

A
所
見

A
所
見

A
所
見

A
所
見

S
所
見

S
所
見

A
所
見

A
所
見

達成すべき水準 評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

苦情・要望への
対応

苦情・要望があった場合、適切な
対応を行い、内容及び措置状況の
記録をつける。

自己
評価 A

所
見

点検時期

毎月末
市

評価 A
所
見

点検方法

書類確認

市
評価

自己
評価

市
評価

年度末

市民参加による里山里地保全活
動を広める。

間伐材や、それを利用した木材製
品の製作や販売、木竹炭等の販
売を行う。 市

評価

自己
評価

市
評価

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

里山保全に向けた多種の講座を開催し
ている。

所
見

所
見

独
自
設
定
項
目

市
評価

市
評価

自己
評価

多数の学校に対し、活動支援を行って
いる。

指標

指
定
管
理
事
業

仕様書、計画書等で
定める実施内容

（達成すべき水準）
評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

S 月8回程度は更新している。

数多く更新を行い、最新情報の掲載に
努めている。

各種講座・教室開催事業

点検方法

屋外施設について、適正良好に管
理する。

施設運営事業

市広報やホームページ・チラシな
どにより「いつでも誰でも自由に利
用出来る施設」を基本として管理
運営する。

自己
評価

所
見

毎月、機械安全講習会・自然工作教室
を開催。

自己
評価

市
評価

自己
評価

書類確認

点検時期25

点検項目 達成すべき水準

毎月末

点検方法

その他

23

点検項目

ホームページの
管理

月２回の定期更新を行っている。

利用者ニーズの
把握

事務室前に意見箱を設置し、利用
者の満足度や意見を調査する。

24

点検項目

達成すべき水準

点検時期

評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

所
見

市
評価

自己
評価

自己
評価

②指定管理事業・自主事業等の評価

A

A

S

自
主
事
業

木材加工販売事業

市内小中学校の環境教
育活動支援事業

アドプトフォレスト制度に
よる企業との協働森づくり
事業

センター自然観察林整
備事業

毎年、10校程度活動支援を行ってい
る。子どもの頃から自然にふれあい、

環境に対する認識を持てる機会を
提供する。

市民ボランティア団体行政・企業・
森林所有者が連携・協働して、茨
木市域の里山里地の保全・再生が
図れる様に努める。
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A
所
見

A
所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

所
見

仕様書、計画書等で
定める実施内容

（達成すべき水準）
評価・所見　※A評価の場合は所見不要（任意）

自己
評価

市
評価

そ
の
他
提
案
内
容
等

里山まつり実施事業

指標

里山里地を守り育てることの大切さ
を広め、市民参加による森づくりを
推進するとともに、里地里山保全
活動団体相互や地域住民との連
携を深め、活動を活性化させる。

多くの来場者に里地里山の魅力などの
アピールを行うことができた。

子供から高齢者まで約1,500人の参加
者にまつりを楽しんで頂けた。

市
評価

自己
評価

市
評価

市
評価

自己
評価

自己
評価
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６.全体評価 ※を除き、４段階評価〔Ｓ：特に優秀　Ａ：良好　Ｂ：軽微な課題あり　Ｃ：重大な問題あり〕

自己
評価 Ｂ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

評価項目

里山センターの設置目的にも合致する森林ボランティアによる里山保全に
向けた整備や講習会開催などの事業を中心に積極的に実施している。

個
別
評
価

利用状況について

収支状況について
※Ａ～Ｃ：３段階評価

利用者ニーズの
把握と対応について

施設管理運営状況
※Ａ～Ｃ：３段階評

価

指定管理事業・
自主事業等の評価

運
営
状
況
に
つ
い
て

指定管理事業・自主事業共に、収支の均衡が取れた健全な運営ができる
よう体力に合った財務管理を行った。公の施設であるという設置目的に基
づき、特定の個人や団体等に対して、有利あるいは不利になるような取り
扱いを行うことなく、利用者の視点に立った公平・公正な管理運営を行
なった。

評　価　・　所　見

年々増加傾向にあったが、「里山まつり」の駐車場不足による混雑回避の
ため、広報PRを控えたことから参加者が200名減員となり、全施設の利用
人数は前年度とほぼ同数12,800人/年となった。利用者ニーズを把握しつ
つ、集客増加(目標利用者数15,000人/年)を目指していく。

指定管理事業・自主事業共に、収支の均衡が取れた健全な運営ができる
よう体力に合った財務管理を行った。地震・台風による施設被害について
は、予算内で自力復旧出来るものについては対応措置した。

利用後にアンケート調査等を実施し、利用者の声を聴き、ＢＢＱコーナー
開設期間の延長を行うなど、サービスの向上を図った。また、市広報によ
るＰＲ、ホームページ、チラシ作成による情報提供のほか、四季折々のイベ
ントや講座・講習会・教室の開催、木工工作指導などを行い、当施設の効
用を最大限に発揮している。

指定管理事業・自主事業共に、収支の均衡が取れた健全な運営ができる
よう体力に合った財務管理を行った。公の施設であるという設置目的に基
づき、特定の個人や団体等に対して、有利あるいは不利になるような取り
扱いを行うことなく、利用者の視点に立った公平・公正な管理運営を行
なった。

里山まつり参加者は減少したが、バーベキューコーナーは盛況であり、
オートキャンプ場でも利用者の増加が見られた。館内の会議室等の利用
は横ばいであるが、令和元年度は、指定管理者自らイベントを増やすな
ど、利用者の増加に向けた取組みを行う予定である。

アンケート調査を中心に利用者ニーズの把握に努め、サービスの向上に
つなげている。

施設及び設備の清掃・点検等が行き届き、利用者が利用しやすい環境を
整えている事がアンケート等からも伺えることから、運営状況は良好であ
る。

収支状況は均衡の取れた健全な運営ができている。
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６.全体評価 ※を除き、４段階評価〔Ｓ：特に優秀　Ａ：良好　Ｂ：軽微な課題あり　Ｃ：重大な問題あり〕

評価項目 評　価　・　所　見

自己
評価 Ａ 所見

市
評価 Ａ 所見

総合評価
（施設設置目的の
総合的な達成度）

里山センターについては、現在、指定管理者によって適切に管理され、森
林ボランティアの拠点として、都市住民が里山とふれあう場所として、里地
里山保全を学ぶ場所として十分機能していると考えられる。

林野庁や大阪府をはじめ森林関係団体等から里山センターとしての絶好
のロケーションや施設設備、機材装備は大阪府内に類似施設が見当たら
ず大変高い評価を受けている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「第
42回全国育樹祭」において、平成30年度「ふれあいの森林づくり優良市町
村」の表彰で、里山サポートネット・茨木が国土緑化推進機構会長賞を受
賞した。
これは「ふれあいの森林づくり」の発展のため、緑化推進に顕著な実績を
あげた市町村や団体などを表彰するもので、里山サポートネット・茨木は
市内7か所でボランティアによる里山保全活動を行うとともに、「茨木里山ま
つり」をはじめとする四季に合わせたイベントの開催や子供たちを対象とし
た木工教室など多様な活動や取り組みが認められての受賞となった。
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